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　清和地区にある旧三島小学校では令和２年に学校としての役割を終えた後、公募によ
り利活用事業者となった㈱新昭和に施設が譲渡され、スポーツ合宿などができる施設へ
と改修が行われました。「房総クロスヴィレッジ」と名称を新たにしたこの施設には、ラク
ロスやサッカーが行える人工芝のグラウンドや、最大１０７名が宿泊できる宿泊棟などがあ
り、７月19日にオープンしました。
　また、秋には自然休養村管理センターの直売所機能が移転予定で、さらなる賑わいが生
まれることが期待されます。市では旧三島小学校のほかにも空き校舎の利活用を進めて
おり、これまでにも多くの校舎が新たな用途で活用されています。

旧三島小学校がスポーツ＆合宿所にリニューアル！
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　第２回定例会は、５月３０日から６月２０日までの２２日間　第２回定例会は、５月３０日から６月２０日までの２２日間
の会期で開かれました。の会期で開かれました。
　今定例会では、令和７年度　君津市一般会計補正予算な　今定例会では、令和７年度　君津市一般会計補正予算な
ど市長提出の２１議案、委員会提出の２議案、陳情２件を審ど市長提出の２１議案、委員会提出の２議案、陳情２件を審
議し、慎重審議の結果、いずれも原案のとおり可決・採択さ議し、慎重審議の結果、いずれも原案のとおり可決・採択さ
れました。れました。
　一般質問では、１３人が登壇し、市政運営等について、活発　一般質問では、１３人が登壇し、市政運営等について、活発
な議論が展開されました。な議論が展開されました。

主 な 日 程主 な 日 程

第２回定例会（５～６月）

５/30㈮
本会議（招集日）
諸般の報告、会期の決定、
議案等の上程

６/５㈭ 本会議 一般質問

６㈮ 本会議 一般質問

９㈪
本会議
一般質問、追加議案の上程、
委員会付託

12㈭ 建設経済常任委員会

13㈮ 総務常任委員会

16㈪ 教育福祉常任委員会

20㈮　
本会議（最終日）
委員長報告、質疑、討論、採決

議案23件、陳情２件を議決議案23件、陳情２件を議決

一般会計補正予算、施設の廃止など一般会計補正予算、施設の廃止など

　貸付けの相手方の事業計画
では高麗人参の栽培やサプリメ
ントの製造が計画されている
が、サプリメントは使用方法を
誤ると逆効果となる可能性があ
るなど一部事業に懸念があり、
市が施設を貸し付けた責任を
問われる可能性があることから
賛成できない。

　事業者選定にあたっては、施設の活
用、地域とのかかわり、財務状況など
様々な視点から十分精査されたもので
あり、事業内容も障がい者の就労支援
につながること、収益の一部をスポー
ツ振興にも充てるなど幅広い効果が見
込まれる。

本会議における主な討論本会議における主な討論 賛成賛成反対

　ボールパーク建設は今後の市
の未来を担う事業であり、基本
設計や業者選定を外部委託す
ることに反対する。また、市長が
海外視察に行くことについて必
要性が不明であること、建設予
定地が農業振興地域であること
などから反対する。

　市長自らが現地に赴き、アメリカのマ
イナーリーグ施設を中心とした調査を
行い、双方のトップ同士が適宜意見を交
わし、目指すビジョン、施設の在り方を共
有し、視点を同じくすることは今後の施
設整備、さらにはまちづくりを考えるうえ
でも非常に重要と考える。
　また、施設の建設にあたっては、基本
計画や設計段階から高度な専門的知見
やノウハウが必要であり、これらを外部
委託することは合理的であると考える。

議案第８号

財産の無償貸付

について

議案第17号

君津市一般会計

補正予算（第２号）

令 和 年

第２回定例会のあらまし
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第２号

第３号

ボールパーク整備推進事業 

9,064 万 4 千円

ボールパークの整備に係る基本計画、造成設計
等の業務委託のほか、国内、アメリカの野球場
等の視察に要する費用等を計上します。

災害対策事務費市税収納事務費

107 万 5 千円577 万 5 千円

被災者支援システム導入に要する経費の一
部に国・県交付金を活用するための事業費
の見直しや、令和６年度に採納した寄附金
を活用し、災害時生活用水協力井戸の案内
標識を購入します。

基幹システムの標準
化に伴う公金収納管
理業務の仕様変更に
対応する経費を計上
します。

定額減税調整給付金
給付事業

（不足額給付）

キャッシュレス決済を
通じた物価高騰対策事業

成人感染症
予防事業

今定例会では、 君津市一般会計補正予算 （第２号 ・第３号） に係る議案の審議を行いました。今定例会では、 君津市一般会計補正予算 （第２号 ・第３号） に係る議案の審議を行いました。

主な事業は以下のとおりです。主な事業は以下のとおりです。

｜｜一一｜｜般般｜｜会会｜｜計計｜｜補補｜｜正正｜｜予予｜｜算算｜｜
主主なな事業事業をを
　紹介紹介ししまますす

令和７年度令和７年度

3 億 7,730 万円
1,897 万 5 千円 203 万 2 千円

令和６年分所得税及び定額
減税の実績額等が確定した
ことによる、定額減税調整
給付金の不足額給付のため
の費用を計上します。

国の経済対策による物価高騰対応重
点支援地方創生臨時交付金の追加交
付を活用し、キャッシュレス決済を活
用したキャンペーンの事業費の増額
や、帯状疱疹ワクチン接種者への助成
金額を上乗せします。
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出席議員全員が賛成した議案等（全会一致）

議案番号 件　　　名

議案第１号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

議案第２号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第３号 君津市税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

議案第４号 君津市手数料徴収条例の一部を改正する条
例の制定について

議案第５号 君津市農村環境改善センターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第７号 君津市自然休養村管理センター設置及び管理
に関する条例を廃止する条例の制定について

議案第９号 市道路線の認定について

議案第１０号 市道路線の認定について

議案番号 件　　　名
議案第11号 市道路線の認定について

議案第１２号 市道路線の認定について

議案第１３号 市道路線の変更について

議案第１４号 君津市税条例の一部を改正する条例について
の専決処分の承認を求めることについて

議案第１５号 君津市都市計画税条例の一部を改正する条例に
ついての専決処分の承認を求めることについて

議案第16号 君津市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
についての専決処分の承認を求めることについて

議案第18号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第19号 調停の成立について

議案第20号 訴えの提起について

◆市長提出議案

陳情番号 件　　　名
陳情第４号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する陳情書

議案番号 件　　　名

発議案第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書について

◆陳情

◆委員会提出議案

賛否の分かれた議案等
◆市長提出議案

議
決
結
果

令和新政 創政会 きみつ未来 公明党 諸派 諸派
小
倉
　
靖
幸

小
倉
　
広
紀

大
和
ヒ
ロ
シ

天
笠
　
　
等

鶴
岡
　
一
成

奈
良
輪
政
五

三
浦
　
　
章

大
滝
　
浩
介

四
宮
　
安
彦

鈴
木
　
高
大

下
田
　
剣
吾

保
坂
　
好
一

高
橋
　
　
明

小
林
喜
久
男

滿
武
　
琢
也

石
上
　
　
塁

松
本
裕
次
郎

高
橋
　
健
治

佐
藤
　
葉
子

野
上
　
慎
治

三
浦
　
道
雄

林
　
　
祥
子

議案番号 件　　　名

議案第6号
君津市久留里観光交流センターの設
置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

○
可決

議
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案第8号 財産の無償貸付について ○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

議案第17号 令和７年度君津市一般会計補正予算（第２号）
○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 ● ●

議案第21号 令和７年度君津市一般会計補正予算（第３号）
○
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

◆陳情
陳情番号 件　　　名

陳情第5号「国における２０２６年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する陳情書
○
採択

議
長〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

◆委員会提出議案
議案番号 件　　　名

発議案第3号 国における２０２６年度教育予算拡充に関する意見書について
○
可決

議
長〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

※議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わっていません。 　表の見方　○：賛成  ●：反対

君津市議会第２回定例会君津市議会第２回定例会  議案等の審議結果  議案等の審議結果令和７年
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第２回定例会において、１３人の議員が質問を行いました。

各議員の質問の大綱については下記のとおりです。（通告順）

マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。

なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

一 般
質 問 Q＆AA

市政を問う！市政を問う！

•総合計画について
•ファシリティマネジメントについて
•教育行政について
•子育て環境の整備について
•有害鳥獣対策について
•防災力の向上について

•さらなる発展を目指していく君
津市について
•安心して生活できる君津市を目
指して
•ＪＲ久留里線について

•快適で安心して暮らせるまちに
ついて
•有害鳥獣対策について
•ともに創る次世代につながるま
ちについて

•市長の政治姿勢について
•医療・福祉行政について
•環境行政について

•地域経済の活性化について
•子育て支援の強化について
•環境対策について
•健康を守る取組について

•快適で安心して暮らせるまち
•安心して子育て・子育ちでき学
びを楽しめるまち
•経済と環境が調和したまち

•君津市の土地及び建物の有効活
用について

•孤立を防ぐ地域づくりについて
•周西の丘小学校の教育環境整備
について

•安全・安心のまちづくりについて
•清和地域の活性化について

•将来ビジョン「ひとが輝き幸せ
つなぐきみつ」の実現について

•中学校の部活動について
•市役所本庁舎の安全について
•快適で安心して暮らせるまちの
実現に向けて

•市長公約について
•直面する課題について

•健康被害が出ているワクチン接
種について

•安心安全な食の取組について
•公共交通について
•環境保全の取組について

•憩いの場の環境整備について
•安全・安心な学校づくりについて
•災害対策について
•持続可能な農業について
•住環境整備について
•地域で住み続けられる環境について

•安心して子育て・子育ちでき学
びを楽しめるまちについて
•快適で安心して暮らせるまちに
ついて

P.6

P.6

P.7

P.7

P.7

P.8

P.8

P.9

P.9

P.9

P.10

令和新政

創政会

令和新政

諸派・日本共産党

公明党

創政会

創政会

公明党

きみつ未来

創政会

諸派・希望にみらい

公明党

きみつ未来

小倉　広紀 小倉　広紀 議員

四宮　安彦 四宮　安彦 議員

大和 ヒロシ 大和 ヒロシ 議員

三浦　道雄 三浦　道雄 議員

佐藤　葉子 佐藤　葉子 議員

大滝　浩介 大滝　浩介 議員

鈴木　高大 鈴木　高大 議員

野上　慎治 野上　慎治 議員

石上　塁 石上　塁 議員

下田　剣吾 下田　剣吾 議員

林　祥子 林　祥子 議員

高橋　健治 高橋　健治 議員

満武　琢也 満武　琢也 議員 P.6

P.8
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令
和
新
政

小お

倉ぐ
ら

広ひ
ろ

紀き

議
員

QQQ AAA

防
犯
対
策

特
殊
詐
欺
や
闇
バ
イ
ト
に
よ
る
治
安
の
悪
化
が
メ
デ

ィ
ア
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
本
市
の
防

犯
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

本
市
で
は
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
専
任
の
防
犯

巡
視
員
に
よ
る
市
内
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
等
様
々
な
視

点
で
防
犯
施
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
新
た
な
取
組
と
し

て
現
在
、
民
間
業
者
と
防
犯
協
定
の
締
結
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
体
制
の
強

化
に
努
め
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
。農

業
政
策

今
現
在
、
本
市
で
遊
休
農
地
及
び
荒
廃
農
地
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
伺
う
。

昨
年
度
実
施
し
た
農
地
の
利
用
状
況
調
査
で
は
、

３
，６
９
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
遊
休
農
地
が

３
７
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
耕
作
が
さ
れ
て
お
ら
ず
再
生
が
困

難
と
さ
れ
る
荒
廃
農
地
は
５
９
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の
今
後

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た
め
Ｊ

Ｒ
側
と
協
議
し
て
い
る
と
思
う
が
、
当
該
区
間
の
廃

線
は
絶
対
条
件
で
あ
る
の
か
伺
う
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
バ
ス
転
換
を
発
表
し
た
経
緯
が
あ
る

た
め
、
市
と
し
て
は
現
在
協
議
を
進
め
て
い
る
。

総
合
計
画

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致

を
契
機
と
し
、
駅
周
辺
を
含
め
て
ど
の
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

駅
周
辺
に
つ
い
て
は
「
誰
も
が
訪
れ
た
く
な
る
活
気

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
進
め
て
き
た
。
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
波
及
効
果
を
ま
ち
づ
く
り
に
最
大
限
活
か
し
、

将
来
都
市
像
「
ひ
と
が
輝
き　

幸
せ
つ
な
ぐ　

き
み
つ
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

教
育
行
政

保
護
者
と
学
校
等
の
新
た
な
連
絡
手
段
と
し
て
、
連

絡
ア
プ
リ
「
す
ぐ
ー
る
」
が
導
入
さ
れ
た
が
、
教
職

員
と
保
護
者
の
負
担
軽
減
効
果
は
ど
の
程
度
あ
っ
た
の
か

伺
う
。保

護
者
か
ら
の
欠
席
・
遅
刻
連
絡
や
、
学
校
か
ら
の

日
常
的
な
便
り
な
ど
の
送
信
等
が
迅
速
か
つ
容
易
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
、
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
。

子
育
て
環
境
の
整
備

こ
ど
も
達
が
少
し
で
も
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
ど

も
計
画
に
も
示
さ
れ
て
い
る
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た

め
の
支
援
や
、
地
域
や
外
部
団
体
と
連
携
し
た
貧
困
対
策

を
着
実
に
進
め
る
た
め
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
伺
う
。

こ
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
団
体
と
連
携

し
、
こ
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
や
孤
立
防
止
を

図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
支
援
が
必
要
な
家
庭

に
着
実
に
届
け
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

QQQ AAA

創
政
会

四し

宮み
や

安や
す

彦ひ
こ

議
員

き
み
つ
未
来

滿み
つ

武た
け

琢た
く

也や

議
員

小
１
の
壁

東
京
都
三
鷹
市
で
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
を
活
用
し
、

始
業
時
間
の
１
時
間
前
に
校
庭
を
開
放
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
朝
の
居
場
所
を
提
供
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
共
働
き
世
代
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
取
組
だ
と
思
う
が
、
本
市
で
も
こ
う
し
た
朝
の
取
組

が
で
き
な
い
か
伺
う
。

朝
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
世
帯
の

安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る
取
組
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
人
材
の
確
保
や
運
営
体
制
の
構
築
、
学
校
と
の

連
携
な
ど
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
先
行
事
例
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

小
糸
川
河
道
の
整
備

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
、
整
備

状
況
が
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
分
か
る
よ
う
、
情

報
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
千
葉
ロ
ッ
テ
の
フ
ァ
ー
ム

移
転
に
伴
っ
て
、
小
糸
川
の
整
備
状
況
な
ど
、
今
後
、
市

民
の
方
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
方
か
ら
関
心
を
持
た
れ
る

と
考
え
る
。
整
備
が
早
く
進
む
よ
う
、
県
に
強
く
要
望
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

河
川
改
修
や
土
砂
の
撤
去
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
県
に
要
望
し
て
い
く
。

QQ AA
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Q

Q

令
和
新
政

大や
ま
と和　

ヒ
ロ
シ
議
員

有
害
鳥
獣
は
捕
獲
後
の
処
理
も
大
変

有
害
鳥
獣
処
理
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
処
理
施
設

の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
設
置
は
重
要
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
原
市
以
南
の
20
市
町
村
で
構
成
す
る

千
葉
県
中
南
部
地
域
市
町
村
野
生
鳥
獣
対
策
会
議
に
よ
り

広
域
で
共
同
利
用
で
き
る
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
県

へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

ど
う
に
か
し
た
い
小
糸
川

小
糸
川
に
架
か
る
橋
の
橋
桁
に
は
木
や
竹
が
た
ま
り

流
れ
を
妨
げ
、
上
流
か
ら
の
砂
は
中
州
が
形
成
さ
れ

る
ほ
ど
堆
積
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
河
川
改
修
は
急
務
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

今
後
も
県
と
連
携
し
て
安
全
な
河
川
環
境
の
確
保
に

向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
県
に
対
し

河
川
改
修
を
継
続
し
て
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
の
だ
か
ら

令
和
５
年
度
か
ら
自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
自
転

車
専
用
通
行
帯
の
整
備
も
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

路
肩
の
広
い
路
線
に
お
い
て
自
転
車
通
行
帯
や
車
道

混
在
型
の
路
面
表
示
を
検
討
す
る
な
ど
、
自
転
車
が

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
道
路
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

QQQ AAA

諸
派
・
日
本
共
産
党

三み

浦う
ら

道み
ち

雄お

議
員

市
長
の
政
治
姿
勢　
　

フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
誘
致
に
関
し
、
議
会
や
市
民
等
に

経
過
等
の
報
告
が
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

球
団
の
公
募
に
対
し
、
本
市
を
含
め
31
自
治
体
が
応

募
し
た
が
、
そ
の
際
に
球
団
と
本
市
で
秘
密
保
持
契

約
を
締
結
し
た
た
め
。

予
定
地
は
農
振
地
域
で
あ
る
が
、
当
地
を
選
定
し
た

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
の
選
定
条
件
と
し
て
３
点
あ
り
、

１
つ
目
が
地
域
と
の
連
携
、
２
つ
目
が
立
地
条
件
、

３
つ
目
が
永
続
的
な
運
営
ス
キ
ー
ム
と
な
っ
て
お
り
、
貞

元
地
先
が
候
補
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
提
案

し
た
も
の
で
あ
る
。

予
定
地
に
関
係
す
る
方
は
何
人
い
る
の
か
、
ま
た
農

業
を
営
む
方
な
ど
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
生
の
声
は
聴

い
て
い
る
の
か
伺
う
。

当
該
地
の
地
権
者
は
60
人
以
上
お
り
、
地
権
者
説
明

会
に
関
し
て
は
、
決
定
の
前
も
含
め
て
複
数
回
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
５
月
に
地
権
者
や
周
辺
の
住
民
も
含
め

た
説
明
会
な
ど
も
開
催
し
て
お
り
、
今
後
も
丁
寧
な
説
明

に
努
め
て
い
く
。

新
井
総
合
施
設
株
式
会
社
の
動
向

第
４
期
増
設
計
画
へ
の
市
の
立
場
を
伺
う
。

同
社
の
処
分
場
は
水
源
地
に
立
地
し
て
お
り
、
第
４

期
増
設
計
画
に
つ
い
て
も
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

５
歳
児
健
診
の
導
入
と
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
充
実

小
学
校
入
学
前
の
早
い
段
階
で
発
達
状
況
を
把
握
し

て
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
。
言
語
の
理

解
能
力
や
社
会
性
が
高
ま
る
５
歳
児
の
健
診
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
市
で
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。

５
歳
児
健
診
は
、
子
ど
も
の
将
来
の
育
ち
と
学
び
の

土
台
を
整
え
る
た
め
の
健
診
で
あ
り
極
め
て
重
要
。

医
師
の
確
保
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
先
進
事
例
を
参

考
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら
課
題
の
解
消
に
努
め
る
。

中
高
年
世
代
へ
の
就
職
支
援
強
化

就
職
氷
河
期
世
代
等
に
対
し
、
よ
り
長
く
続
け
ら
れ

る
仕
事
へ
の
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
や
就
労
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
の
案
内
、
地
域
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
な

ど
、
安
定
就
労
を
着
実
に
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
を
伺
う
。

中
高
年
向
け
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
リ
カ
レ
ン

ト
教
育
等
の
情
報
発
信
と
と
も
に
、
本
市
の
強
み
で

あ
る
「
き
み
ジ
ョ
ブ
」
で
の
寄
り
添
っ
た
就
職
相
談
等
、

今
後
も
国
や
県
と
連
携
し
な
が
ら
一
人
で
も
多
く
の
方
が

希
望
の
職
に
就
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の
適
切
な
回
収
で
事
故
防
止
を

廃
棄
物
処
理
時
に
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
に
起
因
す
る
火

災
事
故
が
全
国
的
に
増
加
。
蓄
電
池
を
含
む
商
品
が

増
え
る
中
で
、
市
民
へ
の
周
知
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
の
分
別
は
事
故
の
回
避
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
つ
な
が
る
た
め
、次
の｢

き
み
つ
ク
リ
ー
ン
カ

レ
ン
ダ
ー｣

に
掲
載
す
る
な
ど
、さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
る
。

Q

Q

QQ

Q

A

A

AA

A

A

A

公
明
党

佐さ

藤と
う

葉よ
う

子こ

議
員
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公
明
党

高た
か

橋は
し

健け
ん

治じ

議
員

残
土
処
理
が
課
題
の
支
線
１
号

フ
ァ
ー
ム
予
定
地
の
造
成
工
事
と
支
線
１
号
発
生
土

の
受
入
れ
を
同
時
に
進
め
て
は
ど
う
か
伺
う
。

市
で
発
注
す
る
道
路
工
事
で
は
発
生
土
の
運
搬
費
等

が
生
じ
る
た
め
、
他
の
公
共
工
事
か
ら
受
け
入
れ
る

な
ど
費
用
負
担
の
無
い
方
法
に
よ
り
整
備
し
た
い
の
で
、

同
時
の
事
業
実
施
は
慎
重
に
判
断
す
る
。

用
地
取
得
に
協
力
し
て
い
る
地
元
の
方
へ
事
業
の
経

過
を
伝
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

地
元
の
方
に
は
交
通
量
調
査
の
結
果
等
、
事
業
状
況

を
十
分
説
明
し
て
い
く
。

六
手・貞
元
線
へ
の
横
断
歩
道
設
置

み
ふ
ね
の
里
保
育
園
周
辺
の
六
手
・
貞
元
線
に
横
断
歩

道
設
置
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

交
差
す
る
貞
元
、
喜
平
線
の
道
路
工
事
完
了
後
に
警

察
が
現
地
確
認
を
行
い
、
横
断
歩
道
の
設
置
を
判
断

す
る
予
定
で
あ
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確
保

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
「
デ
キ
タ
ス
」
を
今
年
度
も

継
続
し
て
使
用
す
る
経
緯
を
伺
う
。

使
用
し
た
き
み
つ
メ
イ
ト
の
子
ど
も
た
ち
や
指
導
員

か
ら
、
自
分
の
レ
ベ
ル
や
ペ
ー
ス
で
進
め
ら
れ
た
と

の
声
が
多
く
、
貴
重
な
学
習
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い
る
。

県
は
、
学
校
と
近
隣
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
と
の
協

力
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

双
方
の
連
携
は
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
な
自
立
を

支
援
す
る
上
で
重
要
な
取
組
と
認
識
し
て
い
る
。

空
き
公
共
施
設
の
利
活
用

公
有
財
産
の
売
却
、
貸
付
後
の
主
な
利
活
用
状
況
と
、

売
却
、
貸
付
予
定
地
の
状
況
を
伺
う
。

旧
坂
畑
小
及
び
旧
亀
山
中
は
キ
ャ
ン
パ
ー
や
外
国
人

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
旧
松
丘
小
中
は
ド
ロ
ー
ン
先

端
技
術
の
学
び
場
に
。
旧
小
糸
小
は
今
後
障
害
者
支
援
等

の
場
と
な
る
見
込
み
。
旧
大
和
田
小
は
大
学
と
し
て
の
利

活
用
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。

地
籍
調
査
の
効
果

地
籍
調
査
に
は
土
地
の
管
理
・
活
用
の
効
率
化
や
取

引
の
円
滑
化
、
境
界
紛
争
の
未
然
防
止
、
公
共
工
事

の
円
滑
化
、
災
害
復
旧
の
迅
速
化
な
ど
の
効
果
が
あ
る
が
、

本
市
の
取
組
を
伺
う
。

地
籍
調
査
の
成
果
は
、
三
直
か
ら
常
代
を
つ
な
ぐ
市

道
八
重
原
線
整
備
や
君
津
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
土
地
活
用
の

検
討
、
貞
元
地
先
の
千
葉
ロ
ッ
テ
フ
ァ
ー
ム
予
定
地
の
土

地
調
査
に
活
用
し
て
お
り
、
企
業
誘
致
や
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

小
糸
地
区
の
公
民
館・保
育
園
整
備
の
今
後
の
方
向
性

小
糸
公
民
館
再
整
備
や
保
育
園
の
統
合
移
転
後
の
開

園
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

小
糸
公
民
館
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
諸
課
題
や
社

会
動
向
等
の
状
況
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

公
共
施
設
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
、
整
備
を
進
め
る
。
小

糸
地
区
の
保
育
園
に
つ
い
て
は
民
営
化
に
向
け
事
業
者
の

意
向
を
踏
ま
え
検
討
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

学
校
施
設
整
備

思
春
期
の
生
徒
に
と
っ
て
、
更
衣
室
が
な
く
他
人
の

目
が
気
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
学
校

生
活
が
送
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

着
替
え
る
場
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
つ
い
て

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
本
来
で
あ

れ
ば
、
男
女
が
別
々
の
部
屋
で
着
替
え
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
、
部
屋
の
確
保
や
管
理
運
営
面
で
の

課
題
も
あ
る
た
め
、
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
生
徒
が
安
心

し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

林
地
開
発

土
地
所
有
者
の
財
産
権
を
重
視
し
、
財
産
の
保
護
を

図
る
こ
と
も
重
要
だ
が
、
住
民
の
思
い
を
理
解
し
た

丁
寧
な
対
応
も
森
林
開
発
に
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

林
地
開
発
を
行
う
場
合
、
森
林
法
や
千
葉
県
条
例
に

基
づ
く
許
可
申
請
や
届
出
の
手
続
が
必
要
。
面
積
が

一
定
規
模
を
超
え
る
開
発
の
手
続
で
は
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
会
を
開
催
し
、
住
民
の
理
解
を
得
て
進
め
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
小
規
模
な
開
発
の
手
続
き
に

お
い
て
は
地
域
住
民
へ
の
説
明
会
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
。
本
市
で
は
、
市
に
提
出
さ
れ
る
伐
採
届
で
適
切
な

手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
と
と
も
に
、
県
と
情

報
共
有
を
行
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
県
と
連
携
を
密
に
し
、

無
届
け
の
開
発
や
伐
採
の
防
止
に
努
め
て
い
く
。

Q

Q

QQ

QQ

Q

Q

Q

Q A

A

AA

AA

A

A

A

A

創
政
会

大お
お

滝た
き

浩こ
う

介す
け

議
員

創
政
会

鈴す
ず

木き

高た
か

大ひ
ろ

議
員
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命
を
守
る
避
難
所
、
古
い
公
民
館
建
替
え
急
げ

市
長
公
約
に
「
周
南
公
民
館
を
建
て
替
え
ま
す
」
と

あ
る
が
、
令
和
12
年
度
ま
で
に
建
替
え
や
大
規
模
改

修
を
行
う
予
定
の
施
設
で
設
計
し
て
い
な
い
施
設
を
伺
う
。

予
定
す
る
事
業
費
１
億
円
以
上
の
施
設
は
32
施
設
で
、

う
ち
設
計
に
至
っ
て
い
な
い
施
設
は
24
施
設
で
あ
る
。

設
計
し
な
け
れ
ば
建
設
で
き
な
い
。
令
和
12
年
ま
で

あ
と
４
年
。
建
替
え
、
改
修
す
べ
き
施
設
は
１
０
１

あ
る
が
、
設
計
未
着
手
は
89
も
あ
る
。
計
画
が
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

人
件
費
、
物
件
費
等
が
上
昇
す
る
中
で
、
税
収
は
少

し
し
か
増
え
て
い
な
い
。
経
常
事
業
に
加
え
て
、
施

設
整
備
を
全
て
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
ッ
テ
も
、
命
を
守
る
小
学

校
や
公
民
館
の
建
替
え
も
大

事
。
こ
の
ス
タ
ー
ト
に
立
た
な
い

と
個
別
施
設
計
画
の
見
直
し
は
、

う
ま
く
い
か
な
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

市
民
の
命
を
守
る
避
難
所
は
、

し
っ
か
り
準
備
し
て
い
き
た

い
。定

年
前
に
辞
め
る
職
員
１
３
０
人
以
上
、
対
策
を

職
員
の
退
職
に
つ
い
て
。
市
長
就
任
か
ら
定
年
前
の

早
期
退
職
の
数
を
伺
う
。

平
成
30
年
11
月
か
ら
の
累
計
は
、
役
職
定
年
を
機
に

退
職
し
た
者
も
含
め
１
３
７
名
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
野
球
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
施
設
整
備
に
よ
る
内
み

の
わ
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
の
財
政
面
の
影
響

と
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拠
点
、
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

内
み
の
わ
運
動
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
へ
の
影
響

は
な
い
と
考
え
る
。
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

大
学
誘
致

旧
大
和
田
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い
て
優
先
交
渉
権

者
が
決
定
し
た
が
、
市
に
与
え
る
影
響
を
伺
う
。

優
先
交
渉
権
者
に
決
定
し
た
学
校
法
人
タ
イ
ケ
ン
学

園
と
は
、
出
前
授
業
の
提
供
、
部
活
動
顧
問
や
児
童

生
徒
へ
の
指
導
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
派
遣
な
ど
、
市

内
各
校
と
の
連
携
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
流
入
人
口

増
加
や
市
内
消
費
の
喚
起
に
よ
る
経
済
効
果
と
、
学
生
寮

の
建
設
提
案
も
あ
り
、
定
住
人
口
増
加
も
見
込
ま
れ
る
。

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
等
規
制
条
例
の
施
行

県
の
条
例
が
施
行
さ
れ
て
１
年
経
つ
が
、
本
市
で
の

許
可
の
取
得
状
況
を
伺
う
。

市
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
た
８
事
業
者
の
う
ち
、
小

山
野
地
先
の
１
事
業
場
が
撤
退
し
、
他
７
事
業
場
は

許
可
申
請
を
行
っ
た
上
で
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。
新
た

に
１
事
業
場
が
操
業
を
計
画
し
、
県
の
指
導
要
綱
に
基
づ

き
事
前
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Q

Q

QQ

Q

Q

Q

AA

A

A

A

A

A

創
政
会

下し
も

田だ

剣け
ん

吾ご

議
員

今回試算された事業費
　（設計、建設、監理等）

周南公民館　約６億３千万円

小糸公民館　約８億５千万円

小櫃公民館　約７億６千万円

　　　　　　　　下田作成

災
害
時
に
活
用
で
き
る
地
区
防
災
計
画
の
策
定
を
！

地
区
防
災
計
画
の
内
容
を
精
査
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
た
地
域
版
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
モ
デ
ル
を
市
で

作
成
し
、
自
主
防
災
組
織
に
作
成
を
呼
び
掛
け
て
は
ど
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
防
災
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、
作
成
の
周
知

に
努
め
て
い
る
。
議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
愛
媛
県
大
洲

市
の
事
例
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
く
。

コ
ミュニ
ティ
バ
ス
を
活
用
し
た
通
学
支
援
の
実
施
を
！

周
西
の
丘
小
学
校
の
移
転
に
伴
い
、
新
た
な
停
留
所

を
設
け
、
時
刻
の
変
更
ま
で
予
定
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
無
償
化
し
な
い
の
か
理
解
で
き
な
い
。
体
力
的
に
心

配
な
一
・
二
年
生
の
保
護
者
の
声
を
聞
い
た
の
か
。
ま
た
、

地
域
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

地
域
の
方
々
か
ら
は
、
統
合
準
備
室
や
施
設
整
備
説

明
会
の
際
、
ま
た
、
人
見
、
神
門
の
保
護
者
か
ら
は

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
意
見
を
伺
っ
て
お
り
、「
無
料
で
バ

ス
に
乗
せ
て
欲
し
い
」、「
有
料
で
も
通
学
の
選
択
肢
と
し

て
乗
せ
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
文
部
科
学

省
の
基
準
や
市
内
の
バ
ス
通
学
の
補
助
状
況
を
勘
案
し
、

現
時
点
で
は
無
償
化
を
行
わ
な
い
方
向
で
あ
る
。

民
生
委
員
協
力
員
制
度
の
創
設
を
！

民
生
委
員
と
と
も
に
活
動
す
る
協
力
員
制
度
を
創
設

し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
、
制
度
内
容
や
必
要
性
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

QQQ AAA

き
み
つ
未
来

石い
し

上が
み

塁る
い

議
員

公
明
党

野の

上が
み

慎し
ん

治じ

議
員
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や
大
学
野
球
施
設
、
他
種
目
の
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
６
か
所
を
予
定

し
て
お
り
、
調
査
事
項
は
選
手
の
育

成
拠
点
と
し
て
の
施
設
の
状
況
や
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
中
心
と
し
た
総
合
的

な
施
設
の
配
置
、
球
場
を
核
と
し
た

周
辺
地
域
の
開
発
状
況
、
選
手
と
住

民
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
施
設

に
お
け
る
動
線
に
つ
い
て
調
査
す
る
。

反
対
討
論　

設
置
場
所
に
関
し
て
同

意
で
き
な
い
。

賛
成
討
論　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
や
に
ぎ
わ
い
が
期
待
で
き
る
大
き

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

(
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
)

諸
派
・
希
望
に
み
ら
い

林は
や
し

祥さ
ち

子こ

議
員

健
康
被
害
が
で
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

全
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
あ
る
が
、
水
銀
チ

メ
ロ
サ
ー
ル
や
ホ
ル
マ
リ
ン
そ
の
他
添
加
物
な
ど
に

よ
る
発
が
ん
性
や
脳
機
能
へ
の
心
配
か
ら
、
保
護
者
が
小

児
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
打
た
せ
な
い
決
断
を
し
た
場
合
、

虐
待
行
為
や
医
療
ネ
グ
レ
ク
ト
と
判
断
さ
れ
る
原
因
に
な

る
の
か
伺
う
。

法
律
上
、
全
て
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
強
制
で
は
な
い

た
め
、
受
け
さ
せ
な
い
こ
と
の
み
で
虐
待
行
為
や
医

療
ネ
グ
レ
ク
ト
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線

検
討
会
議
の
報
告
で
は
、
地
域
交
通
の
維
持
確
保
・

充
実
は
市
が
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
検
討
す
る
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
に
は
沿
線
自
治
体
、
地
元
の
交
通
事
業
者
と

の
協
働
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
状
況
を
伺
う
。

現
在
は
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
中
心
で
あ
る
が
、
協
議
状

況
が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
今
後
ほ
か
の
関
係
機
関

や
事
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
調
査

産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
直
下
の
河
川
で
高
濃
度
の　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
と
の

情
報
が
あ
る
。
補
助
金
を
活
用
し
て
本
市
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

発
生
源
の
調
査
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

県
の
調
査
で
国
の
定
め
た
暫
定
指
針
値
を
継
続
的
に

超
過
し
て
い
る
地
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、
原
因
を
把

握
す
る
た
め
県
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、
市
が
新
た
に

地
下
水
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

QQQ AAA

審
査
案
件
(
議
案
第
１
号
か
ら
議
案

第
４
号
、
議
案
第
８
号
、
議
案
第
14

号
か
ら
議
案
第
18
号
、
議
案
第
20
号
、

議
案
第
21
号
)

（
内
容
）
旧
小
糸
小
学
校
に
つ
い
て
、

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
優
先

交
渉
権
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
事
業

者
に
、
建
物
及
び
そ
の
敷
地
を
無
償

で
貸
し
付
け
る
も
の
。
期
間
は
10
年

間
で
、
提
案
さ
れ
た
事
業
の
概
要
は
、

魚
の
陸
上
養
殖
と
水
耕
栽
培
を
組
み

合
わ
せ
た
循
環
型
農
業
で
あ
る
ア
ク

ア
ポ
ニ
ッ
ク
ス
に
よ
り
、
障
害
者
就

労
支
援
事
業
と
し
て
高
麗
人
参
の
生

産
等
を
行
い
、
障
が
い
者
の
雇
用
や

収
入
問
題
の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
収
益
の
一
部
を
レ
ス
リ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
の
強
化
費
に
充
て
、
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
の
輩
出
を
目
指
す
も
の
。

問　
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

高
麗
人
参
の
栽
培
に
つ
い
て
は

初
年
度
は
３
教
室
を
使
用
す
る
予
定

で
あ
り
、
５
年
後
を
目
途
に
14
教
室

の
す
べ
て
を
使
用
す
る
計
画
で
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
就
労
支
援
員
と
し
て

８
名
を
雇
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
)

問　
予
算
額
の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

主
な
も
の
の
概
算
と
し
て
、

基
本
計
画
策
定
支
援
業
務
が
２
千

８
６
０
万
円
、
土
地
評
価
業
務
が

１
千
２
４
０
万
円
、
造
成
設
計
業
務

が
１
千
１
４
０
万
円
、
ほ
か
旅
費
、

都
市
公
園
計
画
等
策
定
業
務
、
現
況

測
量
業
務
な
ど
で
あ
る
。

問　
国
内
外
で
の
調
査
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

国
内
で
は
３
か
所
、
海
外
で
は

ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
施
設

反
対
討
論

賛
成
討
論

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
議
案
名
は
、議
案
等
の

　審
議
結
果(
４
ペ
ー
ジ
)を

　参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

委委委委委

会会会会会会会会会
ののののの

焦

点

会会会会
員員員員員員員

審
査
案
件
(
議
案
第
17
号
、
議
案
第

19
号
、
議
案
第
21
号
、
陳
情
第
４
号
、

陳
情
第
５
号
)

問問 答答 問答

総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

議
案
第
17
号
(
補
正
予
算
)

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備

推
進
事
業

議
案
第
８
号

財
産
の
無
償
貸
付
け

下田剣吾委員長

高橋健治委員長
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総
務
常
任
委
員
会

②
プ
ロ
野
球
二
軍
本
拠
地
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
組
に
つ
い
て
（
東
京
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン

（
稲
城
市
））

　
君
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発
を
目
指
す
本
市

に
と
っ
て
、
最
も
厳
し
い
障
壁
は
農
地
に
関
す
る
規
制
。

成
田
市
で
は
未
来
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
規
制
を
外

し
、
ゴ
ル
フ
場
跡
地
と
隣
接
す
る
農
地
に
外
資
系
の
大

規
模
物
流
施
設
を
建
設
し
て
い
る
。
実
際
に
事
業
を
進

め
た
成
田
市
の
担
当
者
か
ら
話
を
聞
き
、
規
制
の
突
破

は
未
来
法
を
使
っ
て
も
多
く
の
手
順
は
あ
る
が
、
実
際

に
事
業
を
行
う
民
間
企
業
の
予
見
可
能
性
を
高
め
る
効

果
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
農
地
を
活
用
す
る
上
で
の
要
点

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ロ
ッ
テ
フ
ァ
ー
ム
本
拠
地
を
誘
致
し
た
本
市
に
と
っ

て
の
理
想
形
と
し
て
読
売
グ
ル
ー
プ
が
新
設
し
た
東
京

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
を
視
察
し
た
。
温
暖
化
に
対
応

し
た
空
気
が
循
環
す
る
設
計
、
最
新
技
術
を
活
用
し
た

人
工
芝
、
野
球
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
る
た
め
の
各
種
展
示

な
ど
を
社
長
の
案
内
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

周
囲
に
は
建
設
中
の
水

族
館
を
は
じ
め
、
遊
園

地
、
ゴ
ル
フ
場
、
温
浴

施
設
、
植
物
園
な
ど
が

あ
る
。
音
楽
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
行
い
、
新
た
な

観
客
を
呼
ぶ
た
め
の
工

夫
が
さ
れ
て
い
た
。
隣

接
の
小
学
校
と
の
交
流

や
、
将
来
へ
の
取
組
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

①
地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用
し
た
物
流
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
（
成
田
市
）

Report 先進地リポート先進地リポート行政視察研修報告

視
察
先
　
千
葉
県
成
田
市
、
東
京
都
稲
城
市

令
和
７
年
５
月
12
日
㈪
〜
13
日
㈫

審
査
案
件
(
議
案
第
５
号
か
ら
議
案

第
７
号
、
議
案
第
９
号
か
ら
議
案
第

13
号
、
議
案
第
17
号
、
議
案
第
21
号
)

問　
開
館
時
間
変
更
の
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

平
日
は
夜
間
の
利
用
が
多
い
一

方
で
午
前
の
利
用
が
少
な
い
こ
と
、

土
日
祝
日
は
日
中
の
利
用
が
多
い
一

方
で
、
夜
間
の
利
用
が
少
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
か
ら
開
館
時
間
を
変
更

す
る
も
の
。

問　
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

個
別
施
設
計
画
で
は
令
和
20
年

ま
で
に
売
却
の
方
向
性
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
施
設
は
農
家
生
活
の

改
善
等
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

る
が
、
近
年
の
利
用
状
況
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
の
ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
主
で

あ
り
、
当
初
の
設
置
目
的
と
異
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
近
隣
に
あ
る
野
球
場
や

プ
ー
ル
と
一
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
)

問　
開
館
時
間
及
び
休
館
日
変
更
の
理

由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

開
館
時
間
に
つ
い
て
は
、
来
館
者

の
利
用
実
績
を
考
慮
し
短
縮
を
行
う
も

の
。
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
日
曜
に
続

け
て
旅
行
す
る
方
へ
の
対
応
や
、
周
辺

飲
食
店
等
の
休
業
日
な
ど
を
考
慮
し
、

月
曜
日
か
ら
水
曜
日
に
変
更
す
る
も
の
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
)

問　
施
設
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

建
物
が
耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る

た
め
、
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
、
令

和
12
年
ま
で
の
施
設
売
却
に
向
け
て
手

続
き
を
進
め
て
い
る
。
地
域
の
方
の
意

見
等
を
伺
い
な
が
ら
有
効
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
な
方
法
を
検
討
す
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
)

（
内
容
）
周
西
南
中
学
校
の
学
校

事
務
職
員
が
学
校
納
入
金
の
一
部

を
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、

本
市
が
保
護
者
に
支
払
っ
た
損
害

賠
償
金
に
つ
い
て
、
元
校
長
２
名

に
対
し
て
そ
の
金
員
の
支
払
い
を

求
め
る
調
停
の
申
立
て
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
調
停
委
員
会
か
ら
元
校

長
は
市
に
対
し
、
70
万
円
の
支
払

い
を
す
る
よ
う
勧
告
が
あ
り
、
元

校
長
１
名
が
こ
れ
を
承
諾
し
た
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
こ
れ

を
承
諾
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

問　
金
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

調
停
に
お
い
て
、
本
市
は

元
校
長
に
対
し
て
４
１
２
万

７
千
９
２
４
円
の
支
払
い
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
こ
の
元
校
長
は
道
義

的
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
あ

る
程
度
の
支
払
い
に
は
応
じ
る
意

思
を
示
し
た
。
双
方
の
主
張
を
も

と
に
調
停
委
員
会
か
ら
提
示
さ
れ

た
70
万
円
の
支
払
い
を
承
諾
し
た

こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
本
件

の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
調
停

委
員
会
の
勧
告
を
尊
重
す
る
も
の

で
あ
る
。

(
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
)

問

問問

問 問

答

答 答

答答

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
案
第
19
号

調
停
の
成
立

議
案
第
５
号

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

の
開
館
時
間
等
の
変
更

議
案
第
６
号

久
留
里
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

の
開
館
時
間
等
の
変
更

議
案
第
７
号

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
の
廃
止

鈴木高大委員長



TOPICS

　６月から７月にかけて、八重原小学校、周西の丘小学校、小櫃小学校の３年生が議場
見学に訪れました。説明が始まると子どもたちは熱心に耳を傾け、議会の仕組みや議場
の設備などについて多くの質問がありました。また、実際に議席に着席して、市議会の
雰囲気を感じてもらいました。

議場見学にようこそ！

　６月３０日に、相馬市との災害時相互応援協定締結式が
行われ、小倉議長が出席しました。令和元年房総半島台風
の際、全国市長会会長であった立谷相馬市長から市長会を
通じて支援いただいたことをきっかけに、本市からも相馬市
へ災害時の物資支援や職員派遣を行うなど交流が続いてお
り、両市では、多発する自然災害に対し、より強固な防災
体制を築くため、災害時相互応援協定を締結しました。

福島県相馬市との
災害時相互応援協定締結式

左から、門馬相馬市議会副議長、立谷相馬市長、石井市長、小倉議長

全国市議会議長会
永年在職議員表彰

千葉県市監査委員
協議会表彰

　永年にわたり地方
自治の発展と市政の
進展にご尽力された
功績により、小林喜
久男議員が全国市議
会議長会から特別表
彰（25年）を受けら
れました。

　市監査委員（議会選
出）として尽力され、監
査委員制度の運営に関
し特に功績のあった者
として、三浦章議員が
千葉県市監査委員協議
会から表彰を受けられ
ました。小林 喜久男議員 三浦　章議員

きみつ市議会だより編集委員

●委  員  長／高橋　明　●副委員長／下田 剣吾
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令和７年 第３回定例会　９月２日（火） 開会予定です


